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すっかり  さむくなった  冬
ふゆ

の  公
こう

園
えん

で  

茶
ちゃ

色
いろ

い  さなぎを  見
み

つけた。

つめたい  風
かぜ

が  ふいても 

雪
ゆき

が  つもっても  じっとしていたよ。

冬
ふゆ

に  なる  直
ちょく

前
ぜん

に  さなぎに  なった  もの
は、さなぎの  まま  冬

ふゆ

を  こします。さなぎ
の  色

いろ

には  みどり色
いろ

や  茶
ちゃ

色
いろ

が  あります。

冬
ふ ゆ
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春
は る

ぽかぽか  ようきの  春
はる

の  公
こう

園
えん

で  

黄
き

色
いろ

い  さなぎを  見
み

つけた。

しばらく  かんさつしていると……

28

冬
ふゆ

の  さなぎに  へんかが  あらわれるのは  4
月
がつ

の  おわりごろ。色
いろ

が  うすく  なり、5分
ふん

ほど  かけて、中
なか

から  おとなの  アゲハチョ
ウが  出

で

てきました。
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うつくしい 

アゲハチョウに なった。

30 分
ぷん

ほど  かけて  ちぢんでいた  はねを  の
ばすと、りっぱな  はねの  アゲハチョウに  
なりました。
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これからは  色
いろ

とりどりの  花
はな

が  さく  きせつ。

花
はな

から  花
はな

へ  

チョウが  とびかう  きせつが  やってくる。

さなぎで  冬
ふゆ

を  こした  アゲハチョウは、体
からだ

が  少
すこ

し  小
ちい

さめ。あたたかい  春
はる

の  日
ひ

ざしの  
なか、みつを  もとめて  花

はな

から  花
はな

へと  とび
まわります。たくさん  みつを  食

た

べて、たま
ごを  うむ  じゅんびを  しているのです。
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9 ページ

チョウは体
からだ

の左
さ

右
ゆう

に前
まえ

ばねと後
うし

ろばねを1まいずつ、ぜんぶで4
まいのはねをもっています。むねやはらは細

ほそ

長
なが

くて、かたいから
でおおわれていません。4まいのはねをふくめても、体

からだ

はとても
かるいつくりになっています。

チョウの顔
かお

をじっくり見
み

てみましょう。とても小
ちい

さな顔
かお

に、大
おお

きな目
め

が2つあり、目
め

をかこむように、毛
け

がたくさんはえてい
ます。細

ほそ

長
なが

いストローのような口
くち

と、長
なが

いしょっかくがありま
す。

体
からだ

▲はねは「りんぷん」という、こなでおおわ
れている。りんぷんは水

みず

をはじくので、雨
あめ

で
はねがぬれない。とぶときにもやくだつとい
われていて、りんぷんがぜんぶとれてしまう
と、チョウはとべなくなってしまう。

▲ゆびについたりんぷん。1
まい（1 つぶ）ずつ色

いろ

がち
がって、きらきらしている。

▶ りんぷんをか
くだいして見

み

た
ところ。花

はな

びら
のような形

かたち

をし
ている。

頭
あたま

まるい形
かたち

。ほかのこん
ちゅうにくらべて、と
ても小

ちい

さい。

むね
6 本
ぽん

のあしと 4 まい
のはねは、むねから
出
で

ている。

はら
ふし（よこ線

せん

）が
入
はい

っている。

はね
前
まえ

ばねと後
うし

ろばねがあり、
ぜんぶで 4まいある。

前
まえ

ばね

後
うし

ろばね

アゲハチョウを

うらから見
み

たところ

顔
かお

6 ページ

5ページ

◀細
ほそ

長
なが

いストローのような口
くち

（やじるし）は、
みつをすうときいがいは、くるりとまいている。

▼じめんの水
みず

をすってのむこともある。
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4 ページ

15ページ

▲チョウのとびかた。はねを下
さ

げると体
からだ

がう
きあがり、はねを上

あ

げると体
からだ

がしずむ。これ
をくりかえすと、上

うえ

のようなとびかたになる。

◀ ようちゅうは、か
わをぬいで（だっぴ
して）大

おお

きくなる。

▲とぶときは、あしをたたんで、できるだけ
空
くう

気
き

のていこうを受
う

けないようにする。

チョウのようちゅうはイモム
シともよばれます。まだ大

おお

き
なはねはありません。チョウ
のメスは、ようちゅうが食

た

べ
るしょくぶつにたまごをうみ
ます。ようちゅうは、そこで
たくさんしょくぶつを食

た

べて
大
おお

きくなります。

アゲハチョウの

ようちゅうのせいちょう

チョウは、テントウムシのよう
にまっすぐとんだり、トンボの
ようにはやくとんだりせず、ふ
わふわととびます。そのりゆう
は、大

おお

きなはねにあります。大
おお

きなはねを上
じょう

下
げ

にうごかすと、
うちわであおいだようになり、
体
からだ

が上
じょう

下
げ

にふわふわとうごくの
です。

5れいのようちゅう
4 回
かい

かわをぬいだようちゅう。5センチメートルくらい。

2れいのようちゅう
1 回
かい

かわをぬいだようちゅう。
1センチメートルくらい。

アゲハチョウのようちゅうは、
かわを 4回

かい

ぬいで大
おお

きくなる。

とぶ

◀アゲハチョウのようちゅう
の体

からだ

には、ふしぎなもようが
ある。このもようを見

み

せつけ
て、ようちゅうを食

た

べようと
するてきをびっくりさせると
考
かんが

えられている。

▲アゲハチョウのようちゅ
うは、おこったり、びっく
りしたりすると、頭

あたま

からく
さい角

つの

（肉
にく

角
かく

）を出
だ

す。て
きはくさい角

つの

をいやがって
おそうのをやめるという。

▲チョウチョウチョウチョウウチョウウウチチョウのとびのとびのとびびとびびかた。かたたたかたた はねをはねをはねをはねねははね 下下下下下
ささ

げるとげるとるるるるるげるとるる 体体体体体体
かからだか

がうがうがうがががうう

体
からだ

のかわ

頭
あたま

のかわ

ようちゅうの
体
からだ

れ ようち う

2れいのようちゅう
11111 回
かいかいかい

かわをかわかわわわわか ぬいだぬ だだだだようちよ ちちちちゅう。ううう
1セン11セン1 ン1 ンチメーメートルくルル らい。らら 。。。。
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サンショウなどのえだ
アゲハチョウのようちゅうの食

た

べものは、サンショウ
などのはっぱです。やわらかいはっぱのほうが、よく
食
た

べます。えだごと切
き

って、水
みず

をためた小
ちい

さなびんな
どにさしておきます。たくさん食

た

べて、たくさんふん
をするので、毎

まい

日
にち

はっぱをとりかえたり、そうじをし
たりしましょう。さなぎになったら、2週

しゅう

間
かん

くらいで
せいちゅうになります。

食
た

べもの

◀ サンショウの木
き

についた
アゲハチョウのようちゅ
う。イヌザンショウという
木
き

のはっぱも、よく食
た

べる。

◀ ユズの木
き

についたアゲハ
のようちゅう。ユズのはっ
ぱはつけねがくびれている
のがとくちょう。

▶ レモンやユズの木
き

は、ホームセンター
などでも売

う

っているが、のうやくなど、
びょうきをふせぐくすりがかかっている
ことが多

おお

い。ようちゅうは、のうやくの
ついたはっぱを食

た

べるとしんでしまうの
で、数

すう

週
しゅう

間
かん

、雨
あめ

にあててのうやくがうす
れたら、えさにしよう。

❷

ようちゅう

▶ ようちゅうのふん。べちゃっと
した、げりのようなふん（やじるし）
をしたら、さなぎになる合

あい

図
ず

。
2
ふつか

日くらいでさなぎになる。

❷
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しいくばこ
しいくばこをたてにしてつかいます。下

した

に新
しん

聞
ぶん

紙
し

などをしいておくと、そうじがしやすい
です。ようちゅうが5れいになったら、かれ
たえだを5本

ほん

から6本
ぽん

、入
い

れておくと、そこ
でさなぎになるかもしれません。えだはわり
ばしくらいの太

ふと

さで、はこのそこからてんじょ
うにとどく長

なが

さにします。

たまごのついたえだを、プラスチックの入
い

れものなどに入
い

れて、かんさつします。ようちゅうがうまれたら、大
おお

きな
しいくばこへうつします。

おきばしょ
明
あか

るいところで、風
かぜ

とおしがよいばしょにお
きます。日

にっ

光
こう

が一
いち

日
にち

じゅう当
あ

たるばしょや、
おんどが高

たか

くなるばしょ、じめじめしたばしょ
には、おかないようにします。秋

あき

のおわりに
さなぎになったものは、春

はる

にせいちゅうにな
ります。いちどさむくならないとせいちゅう
にならないので、ベランダなど、外

そと

の日
ひ

かげ
に出

だ

しておきましょう。

たまごのついたえだ
えだを切

き

ったところは、水
みず

でしめらせた
ティッシュなどをまいて、アルミはくで
くるんでおきます。

チョウのはねには、りん
ぷんというこながたくさ
んついています。ゆびで
はねをしっかりつかんで
しまうと、りんぷんがと
れてしまうので、ちゅう
いしましょう。

チョウの
もちかた

すみか

うわわわわわわさ ！てっ うううよよよみ

たまご

人
ひと

さしゆびと中
なか

ゆびで、はねをは
さむと、りんぷんがとれにくい。

はねのつけね（むねの
あたり）を、ゆびでそっ
とつかむのもよい。
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